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近年，「地産地消」という言葉をよく見聞きするよ
うになった．「地産地消」とは，地元で生産されたも
のを地元で消費するという意味である．その大きな役
割を果たしているのが直売所である．
その直売所の中でも，この論文で取り上げた「さい

さいきて屋」は，まだ２年目という新しい直売所であ
る．規模は全国的にみて最も大きく，地元の人のみな
らず，多くの消費者や農業関係者，マスコミに注目さ
れている．特に，今治市はこの施設に大きく期待して
おり，その運営を検証することに意味がある．また，
今後，大型直売所が全国各地に誕生することが予想さ
れるため，その先進事例としてこの直売所の現状から
今後の可能性を示すことも大きな意味を持つ．
そこで，本論文の課題は，今治市に設立された大型

直売所「さいさいきて屋」を事例に，本当に消費者と
生産者の満足のいく運営がなされているのか，双方か
ら評価することで，今後の直売所の運営をより良い方
向に向かわせることができるような提言することであ

る．その際の具体的手法は，消費者へのアンケート調
査と生産者や開設者への聞き取り調査である．

� 「さいさいきて屋」の概要

「さいさいきて屋」は，愛媛県今治市の郊外に位置
する，大型直売施設である．この直売施設が設置され
ることになった背景には，他の地域における直売所の
設立，当 JA 管内における共販共選への参加の激減，
地元のものを買いたいという消費者ニーズに応える必
要の３点があった．
「さいさいきて屋」は直売所だけでなく，７つの施
設が併設されている．それは，実証農園，体験型市民
農園，学童水田，地産地消レストラン，加工施設，地
産地消研修施設，クッキングスタジオである．また，
この施設では，直売所で売れ残った品物を買い上げ，
足りない品物は朝一番に購入して補い，翌日に食堂や
喫茶店で使うという仕組みがある．これを売りにして
いないが，ゴミの減少と農家所得の向上に貢献してい
る取り組みと言える．
営業時間は午前９時から午後７時までで，正月３日
間以外は営業している．運営主体は JA 越智今治であ
る．
出荷者は JA の組合員であり，販売価格は会員が設
定する．その販売手数料は，農産物や加工品について
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は２０％であり，加工食品については１８％となっている．
現在の売上は，直売所だけで約１１億円，カフェや食
堂を含めると約１２億円を超えている．出荷者は，約
１，３００人いる．また，来客数は，一日平均で２，０４７人と
なっている．従業員数は職員が３名程度，他はパート
である．

� 消費者からみた「さいさいきて屋」の現状

（１）アンケート結果

調査は２００８年１月から７月に行った．筆者が直接顧
客に行ったものとアンケートボックスを用いて回収し
たものを合わせて３２９人から回答を得た．その結果を
述べていくが，質問項目を七つのジャンルに分けてみ
て行くことにする．
一つ目のジャンルは，顧客の属性である．市内・市

外別に見ると，回答を得た３２７人中市内から来た人は
２３８人，市外から来た人は８９人だった．市外の８９人中
地名を回答してくれたのは６６人であった．それを見る
と，松山市が最も多く，順に西条市，新居浜市と続く．
また，少数ではあるが，東温市，八幡浜市，広島県か
ら来ている人もいた．
回答者の性別構成は，女性が男性の約４倍となって

いる．また，年齢構成をみると，全体的に５０代と６０代
が多くなっているが，幅広い層の年代から回収するこ
とができた．なお，男性は６０代～７０歳以上，女性は３０
代～６０代が中心となっており，男性の年齢層の方が高
くなっている．
職業別構成は主婦が約４７％を占め最も多くなってい
る．次いで会社員，無職の順になっている．所得別構
成は，各所得層ともバランスをよく表している．
二つ目は，利用頻度についてである．毎日買い物に

来る人は平均約５％と少ないのに対して，週に数回ま
たは月に数回買い物に来る人は平均約４０％近く占めて
いる（表１）．

三つ目は，この直売所についての評価である．その
評価方法として，品質評価，価格評価，運営方法やサ
ービスについての評価を行った．まず，品質評価につ
いてである．全体的に見て，良いと答える人は約５７％，
非常に良いと答えている人と合わせると約７５％を占め

ている．一方，普通または悪いと答えている人は約
２５％を占めている（表２）．

利用頻度別に見ても，頻度が増えるに従ってわりと
良いと評価している人が多いことがわかる．しかし，
他所と比べて，特段良くも悪くもないと評価している
人も多いことから，品質については改善の余地がある
といえる．
次いで，価格評価についてである．初めてきた人や
その他（２，３回目）の人で安いと答えた人は約５２％，
５５％を占めている．しかし，週に数回または月に数回
来ている人で安いと答えた人は約３９％を占めている．
毎日来ている人に至っては約２７％を占めるのみである
（表３）．ここで言えることは，よく買い物に来てい
る人ほどそれほど価格が安いと思わなくなっていると
いうことである．つまり，とりわけ「さいさいきて屋」
の品物の価格が安いというわけではないということだ．

そして，運営方法やサービスの評価についてである．
非常に良いまたは良いと答えた人は平均約５６％である
が，普通あるいは悪いと答えた人は平均約４４％いた
（表４）．この結果から，全体的に見て，この評価に
ついて消費者の多くは満足しているが，意見の中に職
員の対応の改善を促すような意見もあったことから，
改善の余地がある．生産者の代わりに直接消費者と関
わる機会を多く持つ従業員の対応の仕方を見直す必要
があると思う．

初めて 月に数回 週に数回 毎日 その他
男性 ８．６ ４５．７ ３２．９ １．４ １１．４
女性 ６．６ ３４．４ ４３．８ ５．５ ９．８
合計 ７．１ ３６．８ ４１．４ ４．６ １０．１

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い
初 め て １３．０ ５２．２ ３４．８ ０．０ ０．０
月に数回 １８．２ ５５．４ ２６．４ ０．０ ０．０
週に数回 ２３．０ ５４．８ ２０．７ １．５ ０．０
毎 日 ２０．０ ６６．７ １３．３ ０．０ ０．０
そ の 他 ６．１ ６６．７ １８．２ ９．１ ０．０
合 計 １８．７ ５６．６ ２３．２ １．５ ０．０

非常に安い 安い 普通 高い 非常に高い
初 め て ０．０ ５２．２ ３４．８ １３．０ ０．０
月に数回 １．６ ３９．３ ４７．５ １１．５ ０．０
週に数回 ４．４ ３９．０ ４１．９ １４．０ ０．７
毎 日 ０．０ ２６．７ ６０．０ １３．３ ０．０
そ の 他 ０．０ ５４．５ ３０．３ １５．２ ０．０
合 計 ２．４ ４１．０ ４３．２ １３．１ ０．３

表２ 利用頻度別にみた品物の品質評価 （単位：％）

出所：アンケート調査より筆者作成

表３ 利用頻度別にみた品物の価格評価 （単位：％）

表１ 直売所の利用頻度（男女別） （単位：％）
出所：アンケート調査より筆者作成

出所：アンケート調査より筆者作成
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四つ目は，有機農産物の購入意欲についてである．
平均的に見て，顧客の有機農産物への購入意欲は約８５
％と大変高く，男性より女性のほうがその傾向が強い
（表５）．それは，回答を得た女性の方が主婦であり，
子供や家族のために安全・安心な農産物を買いたいと
いう想いを持っている人が多かったことが要因の一つ
と考えられる．

しかし，所得別に見ると，購入したいと思う人で０
～４００万円（１００～２００万円を除く）の低所得者層は約
７７～８０％に対して，４００万円以上の比較的高い所得者
層は９０％以上と高くなっている（表６）．この直売所
に来る消費者で年間所得が４００万円以上の人は約４３％
いることから，有機農産物コーナーを設置することで
消費者の需要を満たすことができるということがいえ
る．ただ，この質問のときによく聞いた意見として，
価格によって買うかどうか検討するという意見が多か
ったことから，有機農産物のイメージとして価格が高

いということが大きく，それが買い控える要因にもな
っていることも明らかになった．
五つ目は今後も直売所を利用するかどうかについて
である．今後も利用すると答えた人は平均約９７％おり，
「さいさいきて屋」は皆に愛され，必要とされている
直売所であることがいえる（表７）．ゆえに，今後も
継続利用が期待されるといってよい．

六つ目は，地産地消についてである．まず，消費者
の地産地消の意識度だが，普段から意識していると答
えた人は平均約８７％を占めている．さらに，女性は男
性以上に意識している人が多いことがわかる（表８）．

また，意識していると答えた人でその時期をみると，
一年以上前から意識している人は平均約７２．７％と最も
多かった（表１２）．その理由として，「食育について学
んでから」「地元の農業の活性化に貢献したいから」
「食料自給率向上のため」という意見が多く，昔から
意識している人は非常に意識の高い人が多いというこ
とがいえる．その他の意見として，「実家が農家だか
ら」「自分で栽培しているから」という意見もあった．
また，他の時期を答えた人の意見を平均してみると，
外国産の事件などテレビやラジオの報道をきっかけに
意識し始めた人やこの直売所ができてから意識するよ
うになったという人も多かった．
次いで，今治市の地産地消推進の認識度である．知

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い
初 め て １８．２ ４５．５ ３１．８ ４．５ ０．０
月に数回 ９．２ ４６．２ ４２．０ ２．５ ０．０
週に数回 ５．９ ４８．９ ４２．２ ３．０ ０．０
毎 日 ６．７ ６６．７ ２６．７ ０．０ ０．０
そ の 他 ３．０ ４５．５ ５１．５ ０．０ ０．０
合 計 ７．７ ４８．１ ４１．７ ２．５ ０．０

購 入 す る 購入しない
男 性 ８０．６ １９．４
女 性 ８６．３ １３．７
合 計 ８５．１ １４．９

購 入 す る 購入しない
０～１００万円 ８１．３ １８．８
１００～２００万円 ９２．３ ７．７
２００～３００万円 ７７．５ ２２．５
３００～４００万円 ７７．８ ２２．２
４００～５００万円 ９０．３ ９．７
５００～８００万円 ９７．４ ２．６
８００万円以上 １００．０ ０．０
合 計 ８７．２ １２．８

意識している 意識していない
男 性 ８０．０ ２０．０
女 性 ８８．４ １１．６
合 計 ８６．６ １３．４

最近 半年前 １年前 １年以上前
男性 ２０．０ ０．０ １２．７ ６７．３
女性 １３．６ ３．２ ９．１ ７４．１
合計 １４．９ ２．５ ９．８ ７２．７

す る し な い
男 性 ９７．１ ２．９
女 性 ９６．９ ３．１
合 計 ９６．９ ３．１

表４ 運営方法やサービスの評価 （単位：％）

出所：アンケート調査より筆者作成 表７ 今後も利用するか （単位：％）

出所：アンケート調査より筆者作成

表５ 有機農産物の購入意欲 （単位：％）

表８ 普段，地産地消を意識しているか （単位：％）

出所：アンケート調査より筆者作成

出所：アンケート調査より筆者作成

表６ 有機農産物の購入意欲（所得別） （単位：％）

表９ 地産地消を意識し始めた時期 （単位：％）

出所：アンケート調査より筆者作成 出所：アンケート調査より筆者作成
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っていると答えた人は平均約７１％と比較的高かった．
市内で知っている人は約７５％，市外の人でも約５９％が
知っていた（表１０）．その理由として，直売所やスー
パー内にある地産地消コーナーが多く見られるように
なってからという意見が多かった．そのことから，今
治市で最も大きな直売所である「さいさいきて屋」で
今治市の地産地消推進を知ってもらう拠点として非常
に意味を持っていることがいえる．そして，市内の人
で知らないと答えた人が約２５％いることから，現状に
満足せず，直売所を拠点として認識度を高めていく必
要がある．

そして，七つ目は，顧客の直売所に対する意見・要
望についてである．良い意見として，「作った人が商
品を見に来るので安心する」「広々としていてよい」
「今後も続けてほしい」というものがあった．総括し
て，この直売所に愛着を持っている消費者が多く，消
費者の食を支える施設となっていることがわかった．
しかし，問題点として，「もう少し特色を出してほし
い」「衛生面に配慮してほしい」「何でも出せばいいと
いう生産者の甘えを感じる商品がある」「レジ袋を減
らすなど環境に配慮してほしい」という意見があった．
消費者にとって「安全・安心・新鮮」なものが手に入
る所は直売所であるから，このような問題点について
改善していく必要がある．

（２）問題点

前節でアンケートの質問項目の結果について一つ一
つ見てきた．そして，それぞれの質問項目から次のよ
うな問題点や課題が見えてきたのでそれをまとめてお
く．
まず，品質評価は，良いと評価している人が多いも

のの，まだ満足していない消費者も多いことから，品
質改善には一考の余地があると思われる．
次に，価格評価は，普通もしくは安いと評価してい

る人が多いものの，他所と比べて価格が高いという意
見もアンケートを行う中で聞かれたことから，価格の
妥当性を議論して，生産者に適当な価格を伝える必要
がある．

運営方法やサービスについては，レジや職員の対応
を改善するように促す意見が聞かれた．これは，消費
者に今後も買い物を来てもらうためには改善すべき項
目である．
また，有機農産物の購入意欲は非常に高かった．こ
の結果は，有機農産物を直売所で扱うことにより，新
しい販路として期待が持てるということがいえる．ゆ
えに，運営側として生産者へ有機農業への転換を指導
する必要があると思う．また，消費者の中には，有機
農産物に対して価格が高いというイメージを持ってい
る人が多かった．ゆえに，直売所としても消費者への
有機農産物の理解促進をする役割があると思う．
そして，地産地消への意識は高かった．これより，
地元の農業の活性化や食料自給率の向上にも期待を持
つことができるといえる．意識していない消費者にも
意識を持ってもらうことができるように，また今後も
地産地消を意識し続けてもらうことができるように直
売所として活動していくことが望まれる．
今治市の地産地消推進について知っている人も比較
的多かった．しかし，まだ知らない人も多いことから，
直売所を拠点として今治市の取り組みを知ってもらう
ことが必要である．
最後に，直売所への意見・要望については，運営者
や出荷者の努力により改善できるものと思われる．
以上が「さいさいきて屋」の問題点や課題である．
この結果を踏まえて，直売所の生産者と開設者に改善
することができるのか，また今後どのような対応をし
ていくのか聞き取り調査を実施することとした．

� 生産者からみた「さいさいきて屋」の実態

（１）聞き取り調査結果

前章で明らかになった問題点から，「さいさいきて
屋」に出荷している生産者３人を対象に聞き取り調査
を実施した．聞き取り調査項目と結果をまとめたのが
表１１である．
まず，A さんの場合，農協には規格品など形の整っ
たものを出荷しているが，この直売所には規格外のも
のを出荷していた．今の価格については，他のスーパ
ーと比較して安く出していると感じているようである．
たとえ，消費者が安くしてほしいと思っていても，出
荷者側としてはできるだけ安くしているのだから，こ
れ以上価格を下げることはないと考えていた．
また，栽培で気をつけていることについては，農薬
を使用せず，無農薬で栽培している．それは，消費者
が農薬を嫌っており，それに配慮してのことだった．
A さんの家は，祖父母が農業を営んでいるのだが，高
齢になったため昨年１０月にパートを辞めて農業を手伝

知っている 知 ら な い
市 内 ７５．４ ２４．６
市 外 ５８．９ ４１．１
合 計 ７０．９ ２９．１

表１０ 地産地消推進の取り組みを知っているか
（単位：％）

出所：アンケート調査より筆者作成
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い始めたばかりということで，これから色々なことに
挑戦していきたいと意欲的に語っていた．
「さいさいきて屋」の運営方法については満足して
おり，要望についても出荷し始めて日が浅いことから
特にないとおっしゃっていた．また，大きい直売所だ
からその分自分と同じような生産者の方が多いので，
そういう方に会うと頑張ろうという気になるようであ
る．さらに，出荷しに来ても色々な生産者がいるので
お互いに情報交換を行うことができるだけでなく，励
まし合ったり，刺激し合うことができたりするので大
変良いという評価をしていた．
次に，B さんの場合である．価格の決め方は，A さ

んと同様に他の人と同じくらいの価格にしている．B

さんは，「さいさいきて屋」が富田にあった頃から出
荷しており，その頃から価格を変えていない．価格に
ついては，中には高いものもあるが，平均的に見て安
いと感じている．また，品物が良く売れるということ
は，消費者が安いと感じているからではないかと考え
ていた．
栽培をする上で気をつけていることとしては，農作

物につく虫の数が多いのだが，なるべく消毒を使わな
いように籠で覆うなど努力をしている．「さいさいき
て屋」の運営については，良いところはないとはっき
りとおっしゃっていた．その理由は，自分の商品を置
く場所に不満を持っているからである．
それは，出荷が遅くなると場所の確保ができないか

らだそうである．

最後に，C さんの場合である．この方自身は農業を
営んでいないが参考までに述べておく．天然酵母のパ
ンは，地元産のものを原料に作っている．価格につい
ては，近年，原材料が値上がりしたので価格を少し上
げたという．
「さいさいきて屋」の運営については，現状に満足
しており，維持し続けてほしいということである．

（２）考 察

前節では，出荷者に消費者への調査の分析結果を踏
まえて聞き取り調査を行った．それから明らかになっ
たことをまとめておく．
まず，直売所に出す品物の品質については，農協な
どに出すことのできない規格外の品物を出している．
これは，直売所の醍醐味といってもいい．しかし，形
が悪くても良いが，新鮮さにかけるものは出してはい
けないということがいえる．
次に，価格についてである．出荷者側としては，安
く価格設定を行っていると感じているのに対し，消費
者はそれほど安くないと感じているところに意識の差
が生じている．このことから，生産者へ適当な価格を
知ってもらう必要があるということが言える．
また，価格設定については，他の人の商品と同じ品
物の価格を参考につけているため，同じ品物の間で価
格の差が生じていない．つまり，価格の高い品物は揃
って高くなり，安いものは安くなるということがいえ
る．これは，消費者の調査でも意見として挙がってい

項 目 A さ ん B さ ん C さ ん
１．年齢・性別・住所 ４０代・女性・玉川町 ７０代・男性・桜井 ５０代・女性・立花
２．「さいさいきて屋」以

外の出荷先
JA おちいまばり A コープ

A コープ，保育園，福祉
施設

３．直売所に出荷している
品物

みかんや野菜類 野菜類 パン

４．３の品物の品質 規格外のもの 何でも出荷している 天然酵母のもの
５．価格を決める際に基準

としているもの
他の出荷者を参考にしてい
る．

他の出荷者を参考にしてい
る．

オーナーが決めているので
わからない．

６．価格を下げることは可
能か

今でも安く設定していると
思っているので，これ以上
価格を下げることは考えて
いない．

今の価格は安いと思う．こ
れ以上下げる気はない．

同上

７．栽培の際に気をつけて
いること

無農薬栽培
消毒など使わないように心
がけている．

同上

８．直売所の運営について 満足している
良い所はない．富田にあっ
た頃の方が良かった．

満足している

９．直売所に対する要望 なし
場所の確保ができないので
何とかしてほしい．

現状維持

表１１ 生産者への聞き取り調査結果

資料：聞き取り調査より筆者作成
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たことである．このことから，高い品物を割り出し，
再度検討してみることも必要である．
そして，栽培で気をつけていることとして，減農薬

や無農薬栽培に心がけていることがわかった．これは，
消費者の意向に沿うものとみることができる．生産者
の努力が消費者に伝わるようにもっとアピールしても
良いように思う．
最後に，「さいさいきて屋」の運営については，ほ

ぼ満足しているということが言える．ただ，問題点と
して，生産者の中に抱えていることもあると思うので
それは聞き取って直すように改善すべきである．

� 開設者からみた「さいさいきて屋」の実態

（１）聞き取り調査結果

出荷者に続き，「さいさいきて屋」の開設者であり，
店長である N さんに消費者への調査結果を踏まえて
聞き取り調査を行った．その内容について述べておく．
一つ目は，出荷された品物の品質への指導についてで
ある．消費者への調査の中で品質が悪い品物があった
という意見を聞いた．それを受けて，生産者に出荷さ
れる品物の品質の指導がきちんと行われているのか聞
いた．二つ目は，直売所に出荷された品物の品質のチ
ェックを行っているかどうかである．これも一つ目の
理由と同じである．三つ目は，消費者が価格をそれほ
ど安いと感じていないが店長としてどのように感じて
いるのかということを聞いた．四つ目は，運営方法や
サービスについて質問をした時にあった意見として，
レジの対応に改善の余地があったことから，今後どの
ように改善をしていくのかということを聞いた．五つ
目は，有機農産物コーナーを作ることができるかとい
うことである．現在，有機農産物を扱っているのか，
そして消費者の有機農産物の需要に対応することは可
能かということを聞いた．六つ目は，地産地消を広め
る上で拠点となる直売所では今後どのような活動をし
ていくのかということを聞いた．七つ目は，消費者の
「さいさいきて屋」への要望の中であった意見として，
環境への取り組みをしてはどうかという意見がいくつ
かあったことから，今後直売所として行うかどうか聞
いた．そして，八つ目は，今後の直売所の運営につい
て構想していることを尋ねた．
以上が開設者への質問項目である．これを踏まえて，

聞き取り調査を行った結果を述べていく．まず，品物
の品質については，生産者に栽培指導や農薬を減らす
ように指導するなどしているそうである．また，直売
所に出される品物のチェックは毎朝行っており，品質
の悪いものは取り除くか生産者に引き取ってもらうよ
うにしている．

価格については，感じ方は人それぞれであり，その
品物の価値に見合った価格で売るようにしているので
決して安いということを売りにはしていない．それが
安心・安全に繋がるのだと考えているとおっしゃって
いた．だから，価格を変えるつもりはないということ
である．
次に，消費者調査で問題として挙がったレジの対応
については，そのような意見が出されているなら今後
改善していかなければいけないとおっしゃっていた．
また，現在，レジの教育は年に１回か２回は行ってい
るそうである．
有機農産物コーナーの設置については難しいという
ことだった．現在，有機農産物を出している人は２～
３人いるが，品数が少なすぎてコーナーを作るほどで
はないそうである．
また，有機農業をしても，その労力に伴う単価がつ
いてこず，価格に反映できないことが有機農業の推進
を拒んでいるのではないかと考えているように聞き取
れた．この JA おちいまばり管内では，農家の減少を
食い止めることが何よりも先決なことで，こちらから
やりなさいということは言わない．もちろん，やりた
いという人がいれば協力するということである．
ただ，JA おちいまばりは，エコの取り組みが盛ん
で，県下でもその認証件数は一番をとっているほどの
実績を持っている．また，時季によってはエコの農産
物を扱ったコーナーが設置されているそうだ．
地産地消の取り組みについて現在やっていることを
伺ったところ，店頭での販売促進，例えば加工品つく
り（ハムや焼酎など）があるそうである．もっとも，
直売所でやっていることは全て地産地消活動であり，
組合員のやっていることは全て地産地消活動であると
おっしゃっていた．
消費者の直売所への要望の中にあった環境への配慮
について，スーパーなどで実施されているマイバック
運動をしてはどうかという意見がいくつかあった．こ
れについて開設者に意見を聞いたところ，約２年前に
富田支店のときに一度だけ実施したことがあったそう
である．その時に，万引きと思われる行為が多かった
そうだ．
品物は農家のものであり，直売所はその品物を預か
っているという立場にある．直売所に影響がないとし
ても，直接影響をこうむるのは農家である組合員だ．
農協としてもそのようなことがあった場合，いくつ損
失が出たというのは管理しづらいものがあり，このこ
とがあってからこの取り組みをすることはなくなった．
店長曰く，モラルや社会の秩序が昔よりも悪くなり，
マイバックのように良いことを行っていると必ず悪い
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ことをしてしまう人も出てくることから，容易に信じ
ることができなくなっている．だから，直売所では不
利益をこうむる人が出てくるのでこの運動を今後やる
かどうかは検討中である．また，その他の活動として
も今は考えていないという．
最後に，今後の直売所の運営については，生産者が

安心して農業に取り組むことができるようにしていき
たいということである．そして，最終的な目標として，
農業を産業にしたいとおっしゃっていた．それは，農
家の所得が一円でも上がるようにさせたいという強い
想いがあるからである．
今，農協管内で問題となっていることは，若い後継

者がいないということである．しかし，直売所ができ
たことで農業に賑わいを持たすことができたという実
感を持っておられる．さらに，農業をして少しでもお
金にすることができるという仕組みや若い女性または
高齢者が農業をできるシステムも作ることができた．
昔は，家庭菜園をしている人であれば，作物とものと
の物々交換の時代であった．それは目に見えないもの
であり，その価値を計ることが困難であった．
しかし，それがお金という目に見える形として入っ

てくるようになり，経済が成り立つようになった．そ
れは，直売所ができたからこそであるということが一
番大きい．そのお金は農業所得となり，直売所で売り
たいという人が一年間で６０～７０人ほど増えたそうだ．
このことは，農業に興味を持ってもらう人を増やすこ
とにもつながり，今後の農業の担い手としても期待で
きるといえる．
また，農業者数が減少する中で，逆に増やしていく

こともできる．それを考えると直売所の仕組みという
のは農業者に活力を与えるものであり，明るい農業の
未来を見据えることができるということがいえるだろ
う．

（２）考 察

開設者への聞き取り調査結果から明らかになったこ
とをまとめておく．
まず，品質の指導やチェックについては，きちんと

行っていることから，消費者への調査の中でいくつか
品質の悪いものがあったという意見については見落と
しがあったのか，または夕方だったために品物の新鮮
さが落ちてしまったためにそのような意見があったの
かという見解ができる．
とにかく，一度でもそういう品物に遭遇すると消費

者はそれほど品質が良くないから買わないあるいは利
用しないと思ってしまうので，毎朝のチェック体制に
加え，午後からのチェックも必要であるといえる．

次に，価格についてだが，今後も変更するつもりは
ないとはっきりおっしゃっていたことから，消費者の
価格評価を知るために今後もこのようなマーケティン
グの調査を直売所でもしていく必要があると思う．今
後もおそらく価格の変更はなく，このまま維持される
ことについて消費者がどのように感じているのか聞く
必要もあると思う．
ただ，肥料代など価格が上がっていることからして，
このような考えを持っている直売所はすばらしいとい
うこともいえる．価格の設定基準について出荷者の意
志で決めているが，これからも良心的な価格設定をす
ることが求められる．
そして，有機農産物コーナーの設置に対してはやや
後ろ向きと思われる意見であった．消費者の需要が高
いという理由だけで推進してほしいと言っているので
はない．今治市は，有機農業を推進しており，全国的
にみても有機農業の取り組みが盛んなところである．
それが例え立花地区であったとしても，同じ今治とし
て有機農業の発展のために直売所を販売先の一つとし
て成立するような仕組みを作ることで，有機農業の振
興にも繋がるのではないかと思う．
また，地産地消活動については，直売所がある限り
その活動は継続されることが証明された．これより，
今治市の地産地消推進は直売所の運営にかかっている
といっても過言ではない．消費者の食の安全・安心を
守るだけでなく，食料自給率の向上，生産者と消費者
の顔の見える関係つくりの拠点として活動されること
が望まれる．
このことから，やはり直売所は地産地消推進の重要
な拠点であることが証明された．今後も広めていく上
で重要な位置にあるということは間違いなく，直売所
の活動が期待されるということが言える．
次に，消費者の要望にあった環境への取り組みにつ
いては，栽培面でないにしても少し考えてもいいよう
に思う．この大型直売所で消費者が多く利用する場だ
からこそゴミを減らすなどの努力が必要であると思う．
また，レジ袋運動については，こうした事実はやは
り生の声を聞かないと実際にわからないことであった．
確かに，農家に影響を与えてしまうことは JA の損失
にも繋がってしまい，直売所としても組合員である農
家の方がいるからこそ成り立つものである．ゆえに，
この運動については今後考えにくいものであるという
ことがいえる．
最後に，今後の直売所運営については生産者のこと
を第一に考えており，地元の農業振興に尽力を尽くし
たいという力強いお言葉を聞くことができ，今後の今
治市の農業が明るいものであるように感じることがで
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きた．今後も生産者や消費者の意見や要望などを踏ま
えてより良い直売所つくりをしていくことが重要であ
る．
これまで出荷者と開設者への聞き取り調査結果から

明らかになったことをまとめた．このことを受けて，
今後の「さいさいきて屋」をどのように運営していく
ことが望まれているのかということを述べた上で，こ
れから大型直売施設が設立されていくであろうことを
見据えて，大型直売施設への示唆を考察することとす
る．

� 農産物直売所の今後の可能性

（１）「さいさいきて屋」の今後の可能性

これまでに，消費者・出荷者・開設者への調査結果
とそこから明らかになったことを見てきた．それを踏
まえて，「さいさいきて屋」の今後の可能性について
述べていく．
調査結果から明らかなように，全体的にみて「さい

さいきて屋」は消費者から非常に評価の高い直売所で
あるといえる．今後も地域の食と農に大いに貢献する
ことが予想される．しかし，改善の余地のある事柄が
３点あるので述べておく．それに加えて，改善策を提
案していく．
まず，品物の品質についてである．午後の品薄感や

新鮮さが落ちるという問題は従来からあったのだが，
それに対して，常に新鮮な野菜や果物がたくさんある
というのはスーパーであり，直売所の醍醐味は生産者
が朝収穫したものを毎日その日に出荷するところにあ
る．それを常に同じ数量で品質の良いままという風に
するためには売り方に違いがあるように思う．
スーパーでは，新鮮さを保つために青物は棚ではな

く時々自動的に水をかけてくれる機械の棚に置いてい
るということだ．直売所で野菜をそのような場所に置
いているところは今までの経験からしてみたことがな
い．それだから余計に鮮度が落ちてしまうのだろう．
そして，直すとすればそこだと考えられる．
これ以外の対策として考えられることは，出荷を午

前と午後の二回に分けて行うことも考えられる．ある
いは，今までの客の出入りのデータから，時間帯ごと
に出荷量を割り当てるのである．また，品質について，
「生産者の甘えを感じる品物がある」という消費者の
指摘もあったことから，出荷前に多少の精選をする必
要があると思う．また，直売所がそのような場所にな
らないように指導や体制を整える必要がある．
二点目は，価格についてであるが，消費者と生産者

の価格の感じ方に少し差があったように思う．これを
解消する方法として，消費者と生産者，運営者の間で

の話し合いの場が考えられる．そうすることで，消費
者の妥当な価格を生産者や運営者に伝えることができ
るとともに，消費者の意見も取り入れることでよりよ
い運営に繋がると考える．
三点目は，消費者の需要が非常に高かった有機農産
物についてである．現在，管内農業には有機農業への
転換以上に農家の減少を食い止めることや担い手の増
加など優先課題はある．しかし，有機農業が拡大して
いくことと地産地消は密接した関係にあることから，
その拠点である直売所の役割が重要になってくると思
われる．
そして，今治市には，立花農協という有機農業にお
いて非常に熱心な農協がある．同じ市内ということか
ら，農協間の協力体制ということも考えられる．そこ
で，問題となるのは，毎日の有機農産物の品数確保で
あるが，立花農協管内で獲れた農産物だけでコーナー
を作ることは不可能かもしれないが，今治市の有機農
業推進のために一体となって生産者への指導や実証農
園を活用するなどの取り組みが必要なのではないかと
考える．
また，生産者の多くは環境にやさしい農業を心がけ
ていることから，そのような取り組みをしていること
を消費者にアピールすることも大切である．
以上の３点を挙げたが，要するに，消費者への農業
に関する理解を促すような取り組みが直売所としても
っと必要なのではないかということである．
また，生産者と運営者の関係は密接しているが，消
費者ニーズを踏まえた運営をしていくことも必要であ
る．そのためには，消費者組織と生産者組織を農協が
まとめ，直売所について話し合う機会が必要であるよ
うに思われる．消費者は地元の農業に対して愛着を持
っている人が多く，直売所を好きな人が多いことから，
組織化ということも一つに考えることができる．
今後は消費者の意向を聞く機会を持ち，直売所の運
営に反映させることが求められている．それこそ，今
後の直売所の継続，または発展にも繋がるし，問題点
の早期発見へと繋がるのではないかと考える．

（２）大型直売所設立への示唆

「さいさいきて屋」の取り組みや調査結果を基に，
今後の大型直売施設を設立する際に重要と思われるこ
とやどのような直売所がよいのかということを考察す
る．
「さいさいきて屋」の良い仕組みは，複合型の施設
であるということである．特に，レストランや喫茶店
が併設されているところが良い．この直売所では直売
所で売れ残った農産物を次の日のレストランや喫茶店
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のメニューとして使っていることが農家のためにもな
る．このことから，これからの直売所は食農教育が行
える農園に加え，農家の所得が一円でも上がるような
仕組みつくりとして，レストランや喫茶店の併設は必
要であるといえる．
品質の対応については，生産者に他の出荷先との品

物の品質レベルを下げないように促すこと，そして運
営者が午前・午後にチェックを行い，売れる品物を置
くべきである．
また，品物の中には，本当にこのような作物を出し

ていいのかというような品物もあることから指導など
行う必要がある．
価格については，消費者組織と生産者組織，そして

運営者での意見交換を毎月一回行うことで早期の問題
発見や理解促進などに繋がると思う．これは，価格に
ついてのみではなく，運営自体に言えることでもある．
価格は，開設前に消費者への意見を聞く機会を設け，

検討することも大事である．今は，生産者が自分で価
格を決めているという仕組みであるが，消費者の意見
も踏まえることでより一層自分の農産物についてどれ
くらいの価値があるのか知ることができるとともに，
妥当な価格設定が実現するのではないかと考える．
運営方法については，従業員が生産者の代わりに品

物を売っているという意識を持ち，消費者への対応に
心がける必要がある．そして，運営側としては，従業
員の研修を定期的に実施することである．豊富な品物
を取り揃えること，またそれが全て地元産であること
が望まれる．
また，加工品を作ることで原料である作物そのまま

売るよりも生産者の手取りが何倍にもなる．例えば，
イチゴをケーキとして売り出すことである．それは，
消費者にとっても食べやすく，非常に効果的であると
思われる．
通路については，人が大変多くなることを考え，通

路を幅広くする．また，間伐材を用いた建物にするこ
とで国産材の消費に繋がることができるとともに，木

を用いることによって暖かみのある直売所になる．
有機農産物については，今後の有機農業の発展に直
売所が重要な拠点となることから，その流通ルートの
確保と有機農家との連携が必要である．また，その際
には，農協間や行政との協力体制も重要になってくる
と思われる．その町が一体となって有機農業の発展に
貢献していくことが望まれる．
消費者は，有機農産物に対して価格が高いというイ
メージを持っていることから，有機農業への理解促進
のために広報を配ることやその作成を直売所や生産者
が行う．そして，消費者はそれを自由に持ち帰ること
ができるもしくは買い物した時にレジで配布すること
が考えられる．または，研修施設を併設している場合
は，そこで有機農家や農協の職員が有機農業について
の講演を行い，その普及に努めることで消費者への理
解が図れるのではないかと思う．
そして，今後の直売所は大型店舗になるほどレジ袋
などでゴミが発生する．それを改善するために消費者
に家にあるレジ袋を持ってきてもらう．ただ，それを
使用してもらうと万引きなどの問題が生じる可能性が
あるため，考えたこととしてはレジ袋を回収し，持っ
てきてくれた人にはスタンプを押し，１０個集めれば農
産物と交換できるというような仕組みにし，レジでは
その回収した袋を用いることで対応する．そうするこ
とで，再利用が実現し，運営側にとっても消費者にと
っても良いのではないかと思われる．
また，消費者のニーズや満足度などを知るために消
費者へのマーケティング調査が重要である．そうする
ことで，今後の直売所の運営に活かすことができるだ
けでなく，今何が求められているのか生産者や運営者
が知ることができるのではないかと思われる．
以上の点が今後の大型直売所に求められることでは
ないかと思われる．規模が大きくなっても従来の直売
所の役割を果たし，地域の農業振興や自給率の向上に
生産者と消費者，運営者が一体となって貢献していく
ことが最も重要なことである．

直売施設「さいさいきて屋」の運営実態分析 ９




